
































している様子を見学してもら っ た り 、
研究の内容をわかりやすく説明するこ
とによって、研究の必要性を理解して













ー トル先が見えなくなることもあ り ま
す。ー30度の吹雪の中で屋外のトイレ
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ダイス リー やペニー 氷河の雪に含ま
れる酸性物質は北アメ リカ東部の工業
地帯から運ばれてきたものであるのに
対し、アガシー 氷河の雪に含まれる酸
性物質は、ユー ラシア大陸北部から運
ばれてきたものであるためではないか
と考えています。
今後Xの課題
雪氷コアのボー リ ングは何年もかけ
て準備をしなければならない大変な仕
事ですし、ボー リ ングが成功してもそ
の後、何千個、何万個というサンプル
を分析しなければなり ませんから、と
ても時間のかかる研究です。しかし、
雪氷コアは、酸性化の歴史だけでなく 、
気候変動が起きるメカニズムや気候変
動に伴って、どの程度の異常気象が発
生するか、といった難しい問題を解く
手がかりを与えてく れるはずです。
まだ十分といえるほどの雪氷コアが
分析されたとは言えませんが、今後さ
らに多くの地点で雪氷コアのボー リ ン
グを行い、様々な未知の情報を記録し
ているそれらの雪氷コアから、さ らに
多くの情報を引き出すために、新しい
分析手法の開発に取り組んでいきます。
（問い合わせ先 ：雪氷変動観測研究室
云0258-35- 7522) 
